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の
諸
条
件
に
も
様
々
な
手
立

て
で
対
応
が
可
能
。
高
額
な

掘
削
除
去
工
法
が
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
が
ち
な
土
壌
汚
染
対
策

の
中
で
、
安
価
で
取
り
組
め

る
原
位
置
浄
化
工
法
を
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
る
。

　

エ
コ
サ
イ
ク
ル
社
で
は
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
界
に
対
し

て
明
確
な
対
策
を
提
案
し
て

い
く
考
え
を
示
し
て
い
る
。

汚
染
が
判
明
し
た
場
合
、
土

地
所
有
者
は
汚
染
処
理
計
画

書
を
作
成
・
提
出
→
浄
化
対

策
を
実
施
→
完
了
の
届
け
出

ま
で
義
務
付
け
ら
れ
る
が
、

調
査
か
ら
浄
化
ま
で
対
策
を

進
め
る
中
で
、
こ
れ
ら
の
面

も
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る

と
の
こ
と
だ
。

　
　
　
　
　

◇

※
土
壌
問
題
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
先
＝
電
話
０
３
・
６

６
６
１
・
１
８
７
５
土
壌
環

境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部

般
的
な
酸
化
剤
で
あ
る
フ
ェ

ン
ト
ン
に
比
べ
て
持
続
性
が

高
く
、
効
果
範
囲
が
広
く
作

用
。
複
数
の
分
解
種
に
よ
り

様
々
な
種
類
の
物
質
に
対
し

て
効
果
を
発
揮
す
る
。
エ
コ

サ
イ
ク
ル
社
は
、
よ
り
効
果

的
な
原
位
置
浄
化
に
深
度
毎

で
任
意
量
の
酸
化
剤
を
圧
力

注
入
で
き
る
ダ
ブ
ル
パ
ッ
カ

ー
工
法
を
実
施
す
る
。

　

今
回
の
事
例
も
圧
力
注
入

に
よ
る
原
位
置
浄
化
施
工
で

定
量
下
限
値
以
下
、
基
準
値

以
下
を
達
成
し
て
い
る
。

自
社
製
品
の「
Ｃ
Ｏ
Ａ
―
Ｘ
」

を
使
用
す
る
。
過
硫
酸
ナ
ト

リ
ウ
ム
を
主
成
分
と
す
る
化

学
酸
化
剤
で
、
適
切
な
活
性

化
剤
と
の
反
応
に
よ
り
強
力

な
分
解
種
を
発
生
し
、
汚
染

物
質
の
分
解
反
応
が
進
む
の

を
特
徴
と
し
て
い
る
。

　
「
Ｃ
Ｏ
Ａ
―
Ｘ
」
は
、
一

必
要
な
理
由
も
あ
っ
た
。

　

施
工
期
間
自
体
は
２
０
２

３
年
５
月
下
旬
か
ら
開
始
。

近
く
浄
化
が
完
了
す
る
予
定

で
、
今
後
は
当
該
地
の
区
域

指
定
解
除
（
形
質
変
更
時
要

届
出
区
域
）
を
行
う
た
め
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て

い
く
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
。
施
工

完
了
後
は
、
戸
建
て
住
宅
と

し
て
使
用
す
る
と
の
話
だ
。

周
辺
の
環
境
負
荷
少
な
く

　

原
位
置
浄
化
は
、
土
壌
や

地
下
水
中
の
有
害
物
質
に
対

し
、
酸
化
剤
を
用
い
て
分
解

す
る
化
学
酸
化
分
解
工
法
。

薬
剤
を
化
学
反
応
さ
せ
て
ラ

ジ
カ
ル
を
生
成
し
、
有
害
物

質
を
ラ
ジ
カ
ル
に
よ
っ
て
酸

化
さ
せ
る
こ
と
で
、
二
酸
化

炭
素
や
水
な
ど
の
無
害
な
物

質
に
分
解
す
る
。

　

エ
コ
サ
イ
ク
ル
社
で
は
、

何
も
手
を
打
て
な
か
っ
た
が

光
明
を
見
出
せ
た
。

　

工
事
に
関
し
て
は
、
エ
コ

サ
イ
ク
ル
社
が
得
意
な
原
位

置
浄
化
で
対
応
で
き
た
。
対

策
面
責
の
範
囲
は
狭
い
も
の

の
、
隣
地
に
住
居
な
ど
が
存

在
し
て
お
り
、
掘
削
除
去
で

は
作
業
的
に
も
コ
ス
ト
的
に

も
難
し
い
場
所
だ
っ
た
点
が

１
つ
。
原
位
置
浄
化
で
あ
れ

ば
掘
削
除
去
と
比
較
し
て
コ

ス
ト
的
に
も
安
価
で
、
深
い

対
策
深
度
ま
で
の
浄
化
が
可

能
だ
っ
た
点
が
１
つ
。
ま
た

騒
音
、
振
動
な
ど
近
隣
に
対

す
る
負
荷
の
少
な
い
工
事
が

都
内
（
西
葛
西
）
の
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
工
場
跡
地
で
困
っ
て

い
る
案
件
が
あ
る
と
寄
せ
ら

れ
た
。
事
前
に
土
壌
調
査
を

実
施
し
た
調
査
会
社
か
ら
土

壌
汚
染
が
存
在
す
る
土
地
と

の
報
告
が
あ
り
、
当
初
は
土

地
所
有
者
が
金
銭
面
で
土
壌

浄
化
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
手
つ
か
ず
だ
っ
た
。

　

そ
こ
で
エ
コ
サ
イ
ク
ル
社

は
、
当
該
地
の
土
地
活
用
に

意
欲
を
持
つ
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

と
取
り
組
む
プ
ラ
ン
を
検
討

し
た
が
、
現
状
で
は
工
場
跡

地
を
所
有
す
る
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
事
業
者
側
の
望
む
土
地
価

格
ま
で
は
難
し
い
こ
と
が
判

明
。
そ
う
し
た
中
、
地
元
の

仲
介
会
社
を
通
じ
て
購
入
希

望
者
（
個
人
）
が
現
れ
た
こ

と
で
希
望
者
か
ら
の
発
注
と

し
て
追
加
調
査
を
進
め
、
対

策
工
事
に
着
手
す
る
に
至
っ

た
。「

手
つ
か
ず
」
か
ら一転

　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
工
場
跡
地

の
大
き
さ
は
、
敷
地
面
積
が

約
２
２
３
㎡
。
こ
の
う
ち
指

定
区
画
の
対
策
面
積
は
約
１

７
６
㎡
だ
っ
た
。
対
策
深
度

は
11
ｍ
と
結
構
な
深
さ
。

　

対
象
物
質
は
Ｖ
Ｏ
Ｃ
（
テ

ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
及
び

そ
の
分
解
生
成
物
）
で
、
土

壌
、
地
下
水
と
も
に
基
準
値

の
超
過
が
見
ら
れ
た
。

　

当
時
、
事
業
者
側
で
は
対

策
費
用
の
捻
出
が
難
し
く
、

２
年
ほ
ど
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー

ル
ド
化
（
再
利
用
が
進
ま
な

い
土
地
の
状
態
）
し
た
ま
ま

案
件
が
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
低
コ
ス
ト
で
操
業
し
な

が
ら
で
も
可
能
な
原
位
置
浄

化
の
技
術
を
活
用
し
た
ス
キ

ー
ム
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

土
壌
の
調
査
・
対
策
ま
で

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
と
い
う
ス
ム

ー
ズ
な
点
が
ポ
イ
ン
ト
で
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
界
で
も
工

場
を
閉
鎖
す
る
話
が
あ
る
中

で
「
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
つ
な

が
る
き
っ
か
け
を
サ
ポ
ー
ト

し
た
い
」
と
し
て
い
る
。

工
場
跡
地
の
い
き
さ
つ

　

今
回
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
工

場
跡
地
の
浄
化
に
至
っ
た
経

緯
は
、
大
手
不
動
産
会
社
か

ら
の
相
談
に
始
ま
っ
た
。

　

仲
介
す
る
不
動
産
の
中
に

　

土
壌
調
査
・
対
策
工
事
を

手
掛
け
る
エ
コ
サ
イ
ク
ル
㈱

（
東
京
都
中
央
区
）
が
、
都

内
に
あ
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
工

場
跡
地
の
浄
化
事
例
を
最
新

情
報
で
寄
せ
て
く
れ
た
。

　

全
国
で
遊
休
地
化
す
る
土

地
の
中
に
は
土
壌
汚
染
な
ど

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
く
、
対
策
費
用
も
高

額
に
な
る
こ
と
か
ら
手
つ
か

ず
の
ま
ま
年
月
だ
け
が
経
過

す
る
傾
向
な
の
が
現
状
だ
。

　

エ
コ
サ
イ
ク
ル
社
は
、
そ

う
し
た
土
地
を
不
動
産
と
し

て
活
性
化
さ
せ
る
事
業
を
推

進
す
る
。
色
ん
な
業
界
に
携

わ
る
中
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業

界
に
お
い
て
も
工
場
跡
地
を

不
動
産
に
転
用
す
る
相
談
・

リ
ー
ニ
ン
グ
店
跡
地
（
世
田

谷
区
）
を
原
位
置
浄
化
工
法

で
指
定
解
除
に
至
っ
た
。

狭
い
、
密
集
地
で
も
対
応

　

浄
化
に
は
掘
削
除
去
、
土

壌
ガ
ス
吸
引
な
ど
様
々
な
技

術
を
用
い
る
が
、
中
で
も
得

意
と
し
て
い
る
の
が
原
位
置

浄
化
工
法
だ
。
こ
れ
ま
で
一

般
的
に
困
難
と
み
ら
れ
て
き

た
住
宅
密
集
地
域
で
も
施
工

を
可
能
と
し
、
工
場
を
操
業

し
な
が
ら
で
も
短
期
間
で
浄

化
で
き
る
点
が
ポ
イ
ン
ト
。

　

工
期
自
体
も
大
体
が
半
年

か
ら
１
年
の
期
間
で
完
了
。

コ
ス
ト
面
も
掘
削
除
去
に
比

べ
て
、
１
／
３
〜
１
／
２
程

度
で
で
き
る
と
い
う
。
施
工

に
は
近
隣
や
環
境
に
対
す
る

配
慮
も
重
視
さ
れ
る
が
、
非

常
に
狭
い
、
住
宅
地
と
近
接

し
て
い
る
、
道
路
の
高
低
差

で
重
機
が
搬
入
困
難
、
な
ど

合
は
指
定
区
域
と
さ
れ
、
土

地
所
有
者
は
法
に
基
づ
く
対

策
が
迫
ら
れ
る
が
、
費
用
面

か
ら
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

化
し
や
す
い
の
が
現
実
だ
。

　

浄
化
事
業
を
国
内
外
で
展

開
す
る
エ
コ
サ
イ
ク
ル
社
は

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
界
向
け
に

個
別
相
談
を
実
施
中
。
操
業

中
の
工
場
の
リ
ス
ク
評
価
か

ら
、
低
コ
ス
ト
・
低
環
境
負

荷
で
問
題
解
決
を
図
る
合
理

的
な
対
策
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
案
な
ど
の
提
示
も
行
う
。

　

調
査
か
ら
施
工
ま
で
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
な
の
も
大
き
い
。

詳
細
な
調
査
で
汚
染
範
囲
を

正
確
に
把
握
し
、
適
切
な
浄

化
対
策
に
よ
る
工
期
短
縮
、

コ
ス
ト
削
減
を
心
掛
け
る
。

　

浄
化
実
績
は
行
政
案
件
か

ら
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
跡
地
の

案
件
も
数
百
件
を
有
す
る
。

昨
年
も
東
京
都
か
ら
区
域
指

定
を
受
け
た
住
宅
地
内
の
ク

土
壌
問
題
　
解
決
支
援
に

　

工
場
建
て
替
え
や
移
転
、

土
地
売
却
時
な
ど
に
悩
み
の

種
と
な
る
土
壌
問
題
。
土
壌

汚
染
対
策
法
か
ら
過
去
に
パ

ー
ク
、
エ
タ
ン
な
ど
の
溶
剤

を
使
用
し
た
工
場
は
、
特
定

施
設
廃
止
時
や
移
転
・
売
却

時
な
ど
に
土
壌
調
査
が
義
務

付
け
ら
れ
た
。
指
定
基
準
を

上
回
る
数
値
を
検
出
し
た
場

エ
コ
サ
イ
ク
ル
社
か
ら
最
新
事
例
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◀詳しくは
　エコサイクル
　ホームページまで

・汚染対策費用が捻出できるか不安…
・パークを使っていたから汚染されているかも…
・工場移転したいけど汚染があったらどうしよう…
・土壌汚染対策後の土地活用も相談したい…

私たちは土壌汚染対策の
　プロフェッショナルです

土壌汚染のお悩みを抵コストで解決します土壌汚染のお悩みを抵コストで解決します

「ＣＯＡ―Ｘ」（過硫酸ナトリウム
が主成分）の反応の原理

▲
◀
原
位
置
浄
化
工
法
に
よ

る
施
工
（
浄
化
）
の
流
れ

調
査
か
ら
施
工
も
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

原
位
置
浄
化
に
よ
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
工
場
跡
地
施
工
の
様
子

（
操
業
し
な
が
ら
の
浄
化
も
可
能
だ
）

原位置浄化工法で 操業しながら


